
















大陸部東南アジアの水文地形的な特徴を見 ると,山 岳域,氾 濫域,台 地状高原域,デ ルタ域
があり,各 々特色のある水循環の様相を呈す る.本 章で述べ る東北タイは,図3-1-1に示す
ように,北 部および東部をメナム川 に接 し,西 部を ドーングプラヤージェン山脈,南 部を ドー
ング レッグ山脈 に区切 られた,東 西350～400km,南北400km余りの広大な地域であ る.東 北
タイのほとんどは,標 高100～200mの台地状の平原地形を形成 してお り,コ ラー トと呼ばれ




東北タイは,前 章で述べ られたように陸域のモ ンスーンの影響がおよぶ地域で,明 確な雨季
と乾季が存在 し,雨 季の雨を利用する水 田農業が主な産業 となっている.し か し,毎年洪水 と
干ばつを繰 り返すほど,水 循環の変化の厳 しい地域である.す なわち,こ の地域は,年 毎に変
化す るモ ンスーンの影響,大 河川メコンの上流域や下流域の変動(た とえば,上 流やデルタの
氾濫等)の 影響を相互 に受 け,著 しく水文特性が変動する.




の多い ところはメコン川沿 いのコラー ト北部 と東部の地域で1,600～2,000㎜を越え る.し
か し,コ ラー トの 中央部になるにつれ降雨量は減少 し,コ ラー トのほぼ中心 に位置するコンケ
ーンでは1,200㎜程度 と,か な り少雨 な状況 となる.さ らに,西 部や南部の地域では山岳域
とな り,1,200～1,400mmとやや増加傾向 とな る.ま た,毎 年の降雨量の変動 も大き く,一
般的に30～40%程度の増減がある.メ コン川沿 いの多雨地域において,1,000mmに達 しな




降雨の季節変化は明瞭であ り,モ ンスーンに応 じて雨季 と乾季が,全 域で存在す る.ほ とん
どの地域で4月 もしくは5月 頃か ら雨季 に入 り,10月にかけて多量の雨が降る.年 降水量の
80%以上が この期間に集 中する.ほ とん どの地域で は,8月 あるいは9月 が最 も降水量が多
い.し か し,図3-1-3に示 したように,雨 季の期 間中で も,月 雨量は年によって大きな変動
があ り,そ の変動係数 は30～50%を越える状況である.11月か ら4月 頃にか けては乾季と
な り,降雨はまれ となる.
図3-1-3東 北タイ各地の降雨量の変動(実 線:平 均値、破線:変 動係数)
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図3-1-4は,いくつかの地点での降雨の季節変動の特性を分析 した結果である.す なわち,
雨量の1年 周期成分を除去 した時系列 に対 して,移 動平均を採用す ることにより,雨量時系列
の季節的な変化点を指標化 した.こ れらの結果 によれば,雨 季の始ま りは4月 から6月 にかけ
てとなり,年 毎に雨季の始ま りが約2カ 月ずれ ることが分かる.逆 に,雨 季の終わりは,ほ ぼ
10月の中 ・下旬に集 中 してお り,年 に応 じた変化 は少な く,ほ ぽ一定の時期 となる.ま た,
雨季の期間中には,雨 量が少な くなる期間(ド ライスペル)が 出現するが,そ の時期,期 間,
頻度 は時間的 ・空間的に多様に変化す ることも特徴的である 【Hattori&Hoshikawa,1985].
図3-1-4降 雨量の季節変動
(3)河川流量の変動
水循環の特徴を考え るとき,地 表の乾湿条件や地域内での水の貯溜や損失を表す ものとして,
河川流量は重要な指標である.こ こでは,メ コン委員会による河川流量データによって,そ の
特徴を見てみよう[Co㎜itteeibrCooldinationofbvestigationsoftheLρwerMekongBasin,
1975].
図3-1-5はム ン川,チ ー川のい くつかの代表 的な地点での流 出量の時系列変化を示 した結
果である.こ れらは,雨 季 ・乾季に応 じてほぼ一年周期の河川流量の変化を示す.し か し,毎
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年の降雨量の変動によって,ピ ーク流量が大き く変化す る.
図3-1-5ム ン川 とチ ー川 の流量
コラー トにおける河川流量の空 間的な変動特性 は,図3-1-6のとお りとなる.
図3-1-6東 北タイにおける年平均河川流出高の地域分布
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この図は,代 表的な流量観測点の年平均流出高(年 流出量/観 測点までの流域面積)を 示 し
たものであり,流 出量 と しては大 きな貯水池などによる影響を除去 した自然流量を用いている.
メ コン川沿 いの多 雨地 域で は200～500mm,コラー トの西部や南部 の山岳域で は100～
400mmの年平均流 出高 とな って いる.し か し,コ ラー ト中央部で は,一 部の山域を除 くと,
80～150㎜とかな り小 さな値である.同 様な結果 は,ム ン川,チ ー川の本流添いの主要観測
点における年平均流出量と流域面積の関係を示 した図3-1-7からも読み とれ る.
図3-1-7ム ン川及びチー川の本流観測点での流量と流域面積
河川流量は,降 雨量の多少,そ の地域分布等が関係するが,図3-1-6および図3-1-7の
流 出高か ら推定す ると,流 出率(流 量/降 雨量)の 多 くは20～30%程度で,か な り小 さな値
である.さ らに,コ ラー ト中央部の平坦域では,降 雨量の少ない影響 もあるが,河 川流量が上
流 よりも減少するところも多い.こ れらのことか らすれば,コ ラー トの中央部での降雨 は,河
川流出と して流下するものより,土壌水分や氾濫水 として地域に貯溜水分と して残るもの,あ
るいは蒸発散や水利用 として地域か らの損失す る水量が圧倒的に多いものと考え られる.
(4)蒸 発量の変動
前項で述べたよ うに,東 北タイの水循環の検討 に際 して,地 域内部の土壌水分や氾濫 ・湛水
として貯溜 される水量,な らびに これ らの貯溜水を根源とす る直接蒸発,植 物や農作物による
水消費としての蒸散の検討が重要 となる.現 状では,土 壌水分や表面に貯溜される水量の変動
実態を直接的に推定す ることは難 しい.し か し,貯溜水のほとん どは最終的に直接蒸発,も し
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くは植物か らの蒸散という形で損失水量 となる.し たがって,蒸 発散量の時間的 ・空間的な変
動特性を把握することか ら,貯 溜水分の状況を含めた水循環の検討が重要である.
こ こ で は,既 存 の 気 象 資 料 か ら 蒸 発 量 の 推 定 を 試 み た.推 定 法 と し て,
Phestley-Taylor[1972]による方法(以 下,PT法 と略す)を 用いた.こ の方法は,比 較的土
壌水分が豊富で,し か も広域のポテ ンシャル蒸発量を推定す る場合に有効な方法 と考えられる.
推定に必要な気象資料が存在 した コンケー ンとナコ ンラチ ャシマでの月平均推定結果が,図




となることが多 く,そ の約60～80%程度が実測値 とな る場合が多い.推 定 した蒸発量を見る
と,雨 季内と雨季直後では,地 表面に湛水があった り,土壌水分が豊富にあるので,十 分に蒸
発の特性を説明 した結果 となっている.し か し,乾季 に入 って,表 面土壌水分が不足 し,土壌
の乾燥が始まった状態では,蒸 発源への水供給が制限 されるが,pr法 の推定結果 にはこのよ




これまでに述べてきた降雨,河 川流量,蒸 発量の変動か ら,東 北タイの代表的な地点での月
平均の水収支を推定すると,図3-1-9のとお りとなる.な お,河 川流量による流出 ・貯溜分
は,当 該地点近傍の上流側および下流側の月平均観測流量の差 とした.ま た,ナ コンパ ノムで
は適当な河川流量観測点が存在 しないので,河 川流量による流出 ・貯溜分を無視 した.さ らに,
月毎の水収支計算結果に もとづき,各 水収支要素の1年 間の総量を示 した結果が,図3-1-10
である.
図3-1-9東 北タイの3地 点における月平均水収支
図3-1-10東 北タイの3地 点 における年平均水収支
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雨季に入った5月 には,降 雨量 と蒸発量がほぽ同量 となるが,そ れ以後9月 の雨季最盛期ま
での期間は,蒸 発量を越え る雨量があ る.10月の雨季末期 になると,雨 量と蒸発が ほぽ平衡
状態 とな っている.雨 季期 間中の蒸発量を越える降雨の余剰分は,直 接河川流量の増加とはな
らず,地 域内部に貯溜されている.わ ずかではあるが,や や時期の遅い9月 に,ナ コンラチ ャ
シマで河川流出の増加が現れているにすぎない.こ の結果,雨 季の雨の大部分は,地 域 内部で
の土壌水分あるいは表面湛水 として,地 域に貯溜 される.
地域 に貯溜 される水量 は,年 によ り場所により大きな変化があるが,概 略的に100～数100
mm程 度であろう。 この貯溜分が雨季末期か ら乾季にか けての蒸発源となるが,こ の貯溜水が
不足 して くるにつれ,本 格 的な乾季を迎える.つ まり,乾 季の途 中か ら雨季が始 まるまでは,
常に地表面近 くでは土壌が過乾燥の状態とな り,厳 しい水不 足となる、 したがって,蒸 発に伴
う潜熱輸送が著 しく制限され,顕 熱による地表面近 くでの大気加熱が大き くなる.そ の結果,
気温上昇が一層顕著 とな り,最 も暑い季節を迎えることとなる.
2.東北 タイの水利用
(1)ド ンデー ン村の稲作
前節で述べたように,東 北 タイの水循環は降雨,河 川流量,蒸 発等の諸過程で,大 きな経年
変動 と季節内変動 を有 している.こ の結果,あ る時にはコラー トの各地 において過剰な水貯溜
があ り,それが地表湛水 もしくは洪水 を引き起 こす.ま た,あ る時には極度な水不足が生 じ,
深刻な干ばつを発生 させた りする.
このような不安定な水循環の変動に対 して,ど のように農民達が対応 し,水稲生産を行 って
いるかを,タ イ国東北部 ドンデー ン村(DonDaeng,以下DD村 と略す)の調査事例 にもとづき,
考察 してみよう[海田他,1985,福井,1985,星川他,1991】.
DD村は,図3-1-11に示すよ うに東北タイの 中央部西よ りに位置 し,チ ー川氾濫原の一部
にある.こ の地域は,チ ー川が氾濫平原を形成す る中流部に当た り,下流に展開するような広
大 な洪水 平原に比べ て,ま だ地 形的な起伏 を残 して いる ところで ある.こ の起伏 は,図
3-1-12で示すように高低差 にして2～3m程 度のノング(Nong)と呼ばれる皿状 の窪地地形
を形成する.こ のようなノングが,い くつも村周辺に存在 し.こ れ らが複合的にDD村 周辺の
景観を作 り出している.各 ノングでは,そ の地形を利用 して,天 水 田稲作を 中心 とした土地利
用が行われており,村 人達 の貴重な農作物の生産場となっている.典 型的な ノングでの土地利
用と稲作類型は,図3-1-12のとお りである[宮川他,1985].
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図3-1-11ド ンデ ー ン村 の位 置
図3-1-12ノ ング(Nong)と稲作類 型 の概念 図
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(2)水 循環の特徴
DD村 周辺の水循環の特徴 は,す でに述べてきた東北タイの水循環のそれに準 じるが,詳 細
な分析結果 によれば,以 下のとお りである.
降雨量の経年変動 は1,000～1,600㎜程度あ り,雨 季の開始期は4月 初旬か ら6月 初旬 ま
で,毎 年大 きくずれる.雨 季期間中の降水量 は850mm～1,400mmであ り,1,000mm程度
の雨量 しか期待できない.さ らに,そ の雨も集中的な豪雨タイプのものが多 く,わずか数 日で
数10㎜ ～100㎜ を越え るものが多い.逆 に,雨 季の中での連繍 降雨 日数 は,10数 日以
上の場合 もかな りの頻度で 出現 してお り,ほ ぼ1カ 月近 くも続 くようなことさえある.以 上の
ように,降 雨条件か らすれば,天 水のみに頼るDD村 の水稲生産は,限 界 に近い状況で ある.
図3-1-13は,1983年の現地調査において得 られ た,村 の集落に近い1つ の ノングでの毎
日の水収支推定結果である.降 雨量 とノングか らの流 出量は,現 地での実測結果であ り,蒸発
量 は実測 した気象資料か らPT法で推定 した値である.ま た,図3-1-14には,毎 日の水収支
か ら得た月別の水収支要素をまとめた結果を示 している.
すでに述べたように,こ の水収支の推定結果において,乾 季の半ばか ら雨季に入るまでの蒸
発量推定値は,や や過大な植 と考え られるが,DD村 周辺での大略的な水循環を示 した結果 と
なっている.
図3-1-13ノ ンクにお け る毎 日の水 収支
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図3-1-14 ノンクにおける月別水収支
水循環の特徴的な結果は,ノ ングか らの流出率が極端に小 さいことである.雨 季全期間の総
降雨量 に対 して,ノ ングか ら流 出量はほぼ2%と いう値にす ぎない.も ちろん,ノ ング排水溝
は河道 とつなが ってお り,簡単な土手で仕切 られている.極 端な豪雨の場合 には,排 水操作が
できる構造 となっているが,降 雨をできるだけノング内部に貯溜することが優先 され るのであ
る.
雨季に入 った直後は,耕 土に亀裂が生 じる程の土壌水分不足の状態 となってお り,降 った雨
のほとん どが土壌への供給水 となる.雨 季が始ま り,縫 と して200～300㎜程度の降雨が
あると,土 壌水分が飽和に至 り,水 田での湛水が始まる.ノ ングとい う窪地の地形であ り,も
ちろん低位にある田か らの湛水である.そ の後,か な りの降雨があって も,ほ とんどの降雨は
河川に流出す るまでには至 らない.そ れ以上に,ノ ングの地形形状を活か して,ほ とん どの雨
水を低位の田に積極的に貯める作業さえ行われる.
(3)降 雨に規定される米生産
DD村での米生産量の年次変化を示 した結果が,表3-1-1で あ る。 最 高 の 収 穫 が あ った
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1983年か ら最低の1978年まで,毎 年の生産量は大 き く変動す る.も ちろん,単 位面積収量 も
6～200k疹10aと大 きな変化を有 して いる.さ らに,同 一年度において も,水 田の区画ごとの
収量の変化 も大 き く,た とえば,1983年の調査によれば,籾 重で50～550創m2と著 しい差
がある.
このようなDD村 の稲作生産の不安定性は,気 象,土 壌,栽 培技術,労 働などの多種多様な
要因が複雑 に絡み合 った結果であろう.と りわけ,DD村 の水稲生産は天水 に全面的に依存す
るので,そ の結果毎年の降雨量や雨のパター ンが,水 稲の生産量を決定付けている.し たがっ
て,表3-1-1の備考欄には,各 年の大まかな気候的な変動の特徴を加えた.
1978年や1980年に発生 したコラー ト全域に及ぷ ような大洪水 の場合 には,壊 滅的な被害を
受 け,収 量がほとんどない.降 雨量がやや多 めではあったが,降 雨が順調に推移 した1983年6
1984年には,か な り高い収穫量をあげている.ち なみに,1983年は東北タイ全域での米生産
量が史上最大であ ったと言われる年である.そ の他の年では,降 雨量の変動,季 節内での降水
パターンに応 じて,干 ばつ気味に推移す るが,一 定量の収穫を得ている.こ のようなときの生
産量は,か な り低水準な ものではあるが,大 洪水の年ほど厳 しいものではない.
以上のように,DD村 の稲作生産は極めて敏感に,モ ンスー ン,コ ラー ト全域,あ るいは村
近傍の降雨の変動 に影響 される.
(4)水 利用と農作業
図3-1-15は,1983年に調査 した稲作 に関わる苗代,播 種,本 田耕起,移 植の 日々の作業
進捗状況を示 した ものである.こ の図には,現 地で観測 した村の日降雨量 も併記 されている.
図3-1-15苗代 ・播種 ・耕起 ・移植の進捗 と日降雨の関係
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この図か ら,稲 作の各作業 プロセスが,降 雨の影響を受けていることが容易に理解 される.
すなわち,苗 代,播 種,耕 起,移 植な どの作業は,あ る程度の量の降雨があ った後に,作 業が
急速に進捗する.DD村 ではその地域に降る雨が,稲 作作業への引金 とな り,種 々の稲作作業
が始まるのである.
雨季に入 り200～300㎜の降雨は,乾 季か ら極度な乾燥状態の続 いてきた耕地を潤 し,苗
代作 りや水持ちの良い下位田での耕起作業を可能にする.農 民達はできる限 り早 く苗代,播 種
作業を終え,ノ ングの中で最大面積を もつ下位田の耕起に,労 働力のほとん どを費やす.こ の
ような作業を進めている間に,苗 は成長 し,次のまとまった雨がやって くる.数 週間も経てば,
苗もほどほどに大 き くな り,耕起ができた下位田への移植作業にと りかかる.こ の頃になると
雨の回数 も多 くな り,極度 に乾燥 しすぎた土壌のため,牛 鍬 も入 らなかったノング中位 田の耕
起 も可能となる.こ んな とき,DD村 の人々は総出で田植作業や,男 達 は合間を見て耕起を進
める.季 節内での雨の リズムと,作 業を支える労働力に応 じて,田 植えが進んでい く.こ のよ
うに,一 定量の降雨を トリガーとして,水 稲生産 に対 して最低の必要条件である耕起,移 植作
業が,9月 初旬頃まで続けられる.
季節内での雨の リズムと農作業の労働力がうま く一致 したときには,村 周辺のほとん どの水
田での田植えが完了す る.し か し,雨 量に恵まれなかったり,雨 の降 り方が気ま ぐれであった
りすると,す べての水田での田植えが終わる前に,雨 季の末期を迎えることとなる.
各年度の聞 き取 り調査 にもとづ き,雨 季の期間内での雨量の変化と植付率との関係をまとめ
た結果が,図3-1-16である.1983年の場合には,雨 の リズムが好適に推移 したので,DD
村周辺の水 田の92%近 くで田植えが可能 とな った.同 様に,1978,1981,1984年は高い植付率
とな ったが,1982,1985,1986年では雨量が少な く,その リズムが不調で70～80%の植付 しか
で きなかった.
しか し,図3-1-16の各年の収量率に見 るよ うに,た とえDD村 のすべての田に移植がで
きたとしても,そ の後の雨量やその リズム,な らびに村を含む大 きな水循環 の乱 れが,米 の生
産量を最終的に規定 して しまうのである.
(5)不 安定な水循環への対応
これまでに述べてきたように,DD村 の稲作はそ こでの雨の降 り方や水循環によって著 しい
影響を受 ける。このような不安定な状況に対 して,村 人たちはどのよ うに適応 しているのであ







1　あた り1983年 に対す る
































































¢ドンデーン村の近隣村であ る ドンノイ,ド ンハン村等の所有水田 も
含む範囲であ り,総 水田面積 は,約3,480ライ(557ha)である。




















































8これ らの表の数値は筆者の1人 宮川によって,原 データを再検討 ・




DD村での水循環を見 ると,洪 水 タイプと干ばつタイプに大 きく分類できる.と くに大洪水
の年には,10月以降にほぼ全村が2～3ヵ 月にわた り浸水 し,ご くわずかの丘陵頂部の水 田
で しか収穫で きないという.こ れ らの洪水は,DD村 周辺域での豪雨に起因というよりは,東
北タイ全域,あ るいはDD村が立地す るメコン川支流のチー川流域の全域的な豪雨に由来する.
大洪水は,DD村 を含む周辺のかな り広範な流域か ら突然に襲 って くるものであり、まった く
予期で きない.い ったん洪水が到来すれば,農 業生産は壊滅的な被害 とな る.し たが って,
DD村の人 々にとって,洪 水に対 して はいかなる手の施 しようもな く,ひ たす ら洪水がないこ
とを願 うばか りである.
洪水の場合 とは違 って,干 ばつのときには,壊 滅的な被害を受 けることは少ない.こ のよう
な ときでも,い くば くかの生産をあげることがで きる.極 度 に不安定ではあるが,辛 うじて水
稲生産を行 うことを可能 とす る天水が期待で きるか らである。また,ノ ングという窪地の地形




ノングでの降雨貯溜は,主 に低位の田での水条件 と水稲作の関係であった.す でに述べたよ
うに,優 先すべき低位 田での移植作業が終 り,さ らに適当な降雨があった場合には,村 人総 出
で 中 ・高位にある田への耕起,移 植が進め られる.こ れによって,で きる限 り広い面積での田
植が達成できるよ うに試みる.移 植の完了が,水 稲生産への最低 限の条件であり,こ の作業が
終われば,後 はきま ぐれな降雨が順調に推移するように期待するので ある.
移植の可能性は,雨 の季節内 リズムやそのときの労働力などによって,一 義的に決ま って し
まうのであるが,高 い移植率の達成は安定 した水稲生産への必須条件とな っている.
(4)土地利用 ・技術 ・社会 など
DD村 では,上 で述べたような方法のみで厳 しい水循環を完全に克服 できるものではない.
もちろん,土 地利用,農 業技術,社 会組織などの種々の面で,不 安定 さへの対応を試みている.
たとえば,ノ ング内部の地形標高差 に応 じた水稲品種の選択,標 高別の土地利用種 目の変更,
ノ ング内での低位田か ら高位田の農地所有,あ るいは条件の異なる複数のノングでの土地所有
などによって,不 安定な水循環への危険分散を行 って いる.
さらには,稲 作作業や暮 らしの中での親族 間の共同 ・相互扶助体制,な らびにこれ らを支え





水循環は,地 球規模 から東南アジア,タ イ,DD村 の1つ の小 さなノング,あ るいは人間一
人一人まで,大 小 さまざまな広が りと範囲を有 している.本 来,自 然の水循環には,国 境,河
川流域などの境界があるわけではない.さ らに,水 循環は降水 ・土壌浸透 ・流出などの
陸面過程,蒸 発 ・水蒸気輸送 ・雲水 ・降水 などの大気過程,あ るいは海流 ・蒸発などの海洋
過程に区分 されが,こ れらの分類 も研究上か らの便宜的な もので あろう.空 間規模や種々の過
程を越えて,時 間的 ・空間的にダイナ ミックに変動するのが,自 然の大きい水循環である.
ところが,人 々が生活や産業 とお して,水 との関わ りを考えるときには,時 間 ・空間的に多
様に連なる水循環 の諸過程を同時に捉えることは難 しい.そ こでは,自 ずか ら認識できる水循
環の対象範囲を限定せ ざるを得ない.そ の結果,た とえば私たちの生活する周辺の地域を想定
した り,1つ の川の流域を想定 したりする.こ の よう場合,各 々の地域の特色ある地形,地 表
面状況,気 象などに起 因す る地域 固有な乱れを含んだ水循環を見ていることとなる.こ のよう
な地域固有な水循環の乱れは,地 域規模やその立地条件などによって様 々に変化するが,前 述
の大きな水循環と連動 して,当 該地域で実際に起 こる水文現象を作 り出 している.
(2)水 循環の認識
DD村 の人々は,1年 を周期 とする雨季 と乾季の存在,雨 季 には多量の雨が期待できること,
乾季には雨がほとん ど降らないことをよ く知 って いる.同 様 に,わ れわれ 日本人 も,1年 を周
期とする四季の気候変化,梅 雨や台風になれば大雨が降ることなどもよく知 っている.こ のよ
うな大 きな水循環が,モ ンスーンと密接に関連 していることは知 らな くて も,経 験的に知 り得
た水循環の知識である.と ころが,こ のような大 きな水循環の情報や知識は,定 性的で比較的
大まかな変動傾向を表す内容のことが多い.確 かに,雨 季や梅雨には多量の雨が降ることを知
っていても,そ の雨量が地域や年によって,ど のように変化するのかはよく分か らない.ま し
て,毎 年の変動量を正確に予測す ることは,極 めて難 しい.
逆 に,地 域固有な水循環の場合 においては,人 々の生活や生業を支え る水利用や土地利用を
通 して,日 常的に地域の水循環のか らくりと接 してきた.人 々の暮 らしが,身 近な周 りの自然
環境 と密接に関わ っていた ときには,彼 らは地域 固有 な水の乱れを包括的で,か な り定量的な
知識 として認識 していた.さ らに,こ れを活かす工夫を模索 してきたことも事実である.
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(3)日 本 とタイの稲作
タイ国の降水量がグロバールな海面水温 と密接な関係をもちながら大き く変動 し,タイ国の
多雨年には米作収量が多 く,少雨年 には少ない ことが報告 されている[沖,1995].この事実は,
DD村 の事例で述べたように,東 北タイで大規模面積を しめる天水田稲作地帯での作付面積の
多少,そ の後の雨の推移次第によって,米 作の生産高が大きく影響されることとよ く一致する.
同 じことが,デ ルタでの浮稲栽培地帯の場合に も言える.
タイ国とは違 って,わ が国では 「日照 りに不作な し」という諺がある.近 藤は江戸時代以降
の農業土木技術や山間部の森林保全の努力によって,ほ ぽ19世紀以前 に干ばつと洪水が克服
され,「 日照 りに不作なし」は最近150年間に生まれたと指摘 している.さ らに,日 本 はもと
もと水資源に恵まれた国で,悪 条件を克服 したというよ りは,豊 富な山間部での積雪な どを,
うま く利用する努力によって,水 循環の変動に対応 してきたと述べている[近藤,1996].
確かに,わ が国はモンスーンア ジアの北東端 にある島国で,周 囲の海洋と 日本列島中央部に
連なる山脈の地形的効果 によって,豊 かな水 と比較的穏やかな水循環に恵まれて きた.大 陸と
は違 って大河川の発達がな く,洪水の余分な水は,周 囲の海洋に速やかに流下 した.利 水に際
しては,山 間に偏在する,よ り豊富な水資源をため池や貯水池に蓄え,下 流への供給能力を高
めることによって,安 定 した水利用が可能 とな った.現 代で は,10年に1回 発生す るような
干ばつを想定 した大規模水利事業が全国的に完成 してお り,日照 りが大豊作を もた らすような
状況が,一 般的とな っている.
(4)水循環と社会
DD村 の農民達は,自 らの周辺の地形(標 高)差 を利用 した水利用や土地利用によって,不
安定な水循環に対応をする術を工夫 したきた.こ れは極端に限定された範囲,す なわち一つの
小さなノングという単位毎のものであった.ノ ングは彼 らが農地として水利用を行 う最小単位
であ り,しか もモ ンスー ンに支配 され る大きな水循環 と共に,地 域固有な水循環の乱れを呈す
る場所で もある.農 民達 は,洪 水 と干 ばつを繰 り返す大 きなモンスーンの水循環を認識 しつつ,
ノングのもつ地域 固有な水循環の乱れを熟知 し,それを水稲生産の水利用にうま く活用 してい
る.す なわち,DDの 人 々は,ノ ングという単位毎に彼 らが有す る水循環の情報を包括的に理
解 し,さ らには自らの生存や生活を支えるために活か しているのである.不 完全ではあるが,
DD村 では彼 らの水利用を行 う単位 と,水 循環を認識す る範囲が一致 してお り,両 者が有機的
に連携 している.し か し,東北タイ全域を襲 うような大洪水の場合には,こ れに対 して直接的
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に対応する術を農民達が知 る由もない.こ のような大 きな変動の場合には,こ の変動周期を越
える長い時間の中で,そ の不安定さを吸収できるような暮 らし方や社会を作 り,それを守 って
いるのである.
日本の場合,大 きな水循環の変動は比較的穏やかなものであ った.ま た,地 域固有な乱れ も,
地形や立地条件か ら水のコン トロールが比較的容易であった.そ のため,古 くか ら人の手によ
る水利、洪水防御の施設が作 られてきた.近 代までの多 くの施設は,小 規模な流域単位を対象
とす るものであり,そ こに住む人々の生活や生産 と密接な関係をもつ ものがほとんどであった.
そこでは,水 循環が生きた ものと して,地 域の人 々や社会の認識の中にあった.
近代以降においては,都 市化による水需給空間の拡大に伴 い,大 規模で広域な水利 ・治水事
業が行われ ようになり,安 定 した水利用 と洪水防御が実現 しつつある.し か し,こ のような大
規模で,広 域を対象 とす る近代技術が進め られた中で,種 々の水循環の情報や知識は,水 管理
の専門家集 団に委ね られる結果 となった.従 来,人 々が認識できた地域固有な水循環は;個 人
のそれをはるかに越えた ものにな りつつある.水 道の蛇口が,水 を作 り出す と言う錯覚さえ も
つ社会が現実となっている.今 や,日 本の各地の人 々は,彼 らの水利用と水循環が密接に連携
するものであることを忘れている.
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